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令和５年度 山口大学における教育の内部質保証に関する改善指示についての進捗状況報告書（令和６年度） 

 

 

●教育課程 

No 

()は大学機関別
認証評価の分析

項目番号 

改善事項 改善策 対応状況 
計画の 

進捗状況 
推進責任者 

1 

（6-4-4） 

一部の学部において、教育上主要

と認める科目うち複数の科目を非常

勤講師が担当している状況にある。 

教員の採用状況も踏まえ、

対応が可能な科目から専任の

教授・准教授が担当する体制

を整備すること。 

一部学部で教育上主要と認める複数の科目を非常勤

講師が対応していた科目を専任教員が担当し、また、

一部科目は専任教授の責任のもと実施する体制を整え

た。 

□ 検討中 

□ 対応中   

■ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(教育学生担当) 

2 

（6-5-3） 

一部の研究科において、さらなる

在籍学生のニーズを踏まえた社会

的・職業的自立を図るために必要な

能力を培う取り組みが必要である。 

授業内での対応や個別の学

生に合わせた対応ができる環

境を整える体制整備を行うこ

と。 

一部の研究科において、留学生への対応が不十分と

判断し、留学生に対し、キャリア形成の知識などを醸

成する取組を行う。 

□ 検討中 

■ 対応中   

□ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(教育学生担当) 

3 

（6-6-3） 

一部の研究科において、成績評価

の分布等を組織的に確認できていな

い。 

「成績評価等に関するガイ

ドライン」に基づき、教育課

程責任者のもと、成績評価の

分布が適切であるか確認を行

うこと。 

一部の研究科において組織的な確認ができていなか

ったが、成績分布の確認を組織的に行い改善された。 
□ 検討中 

□ 対応中   

■ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(教育学生担当) 

4 

（6-8-1） 

一部の学部・研究科において、修

業年限×1.5 年以内卒業（修了）率

が基準に満たない年度がある。 

学生ケア体制、修学支援指

導体制、進路指導体制及び研

究指導体制等の充実や研究の

進捗の状況の定期的な確認等

を行い改善に努めること。 

基準を満たしていない一部学部・研究科について

は、今後も学生ケア体制、修学支援指導体制の継続、

進路指導体制及び研究指導体制などの充実をはかり、

改善に努める。 

□ 検討中 

■ 対応中   

□ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(教育学生担当) 

5 

（6-8-2） 

教育学部においては、学部が掲げ

る教員就職率の目標値に達していな

い。 

教育学部において、臨時的

任用まで含めた教員就職率の

向上の取り組みを実施し、学

部が掲げる目標値に達するよ

う改善に努めること。 

教育学部において、入学時に教員になるという意識

の明確化、卒業までのモチベーションの持続、在学時

に教職、教育に関わることへの具体的なイメージを持

つことができるように対策を行っている。 

□ 検討中 

■ 対応中   

□ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(教育学生担当) 
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6 

（6-8-4） 

一部の研究科において、修了後一

定期間の就業経験を得た修了生から

の意見聴取の結果を踏まえた学習成

果の確認について、全学的に実施し

ている「卒業後・修了後のキャリア

形成に関するアンケート」の設問項

目の不足によりその結果の確認が不

十分である。 

「卒業後・修了後のキャリ

ア形成に関するアンケート」

の設問項目を見直すととも

に、全学アンケートの結果を

踏まえ、各部局においてアン

ケート結果の確認及び意見交

換を FDとして実施すること。 

設問項目の見直しを行い、より詳細なデータを得る

ことができるようになった。また、全学アンケートの

結果を踏まえ、各学部に出向き教育改善 FD研修会を教

学マネジメント室主催で実施し、アンケート結果の確

認および意見交換をおこなった。今後も、アンケート

結果や各部局の要望を踏まえ、改善を行っていく。 

□ 検討中 

□ 対応中   

■ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(教育学生担当) 

7 

（6-9-1） 

一部の研究科において、収容超過、

未充足となっている状況である。 

 

新たな収容定員管理方針に

対し、各研究科において対策

を講じ、基準の値内となるよ

うに改善に努めること。 

基準を満たしていない研究科において、収容定員超

過、未充足に対応するため、複数回の入試実施、広報

の実施等の改善策を講じている。今後もこれらの改善

策を実行し、改善に努める。 

□ 検討中 

■ 対応中   

□ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(教育学生担当) 

 
 
 

●学生支援・受入 
No 

()は大学機関別
認証評価の分析

項目番号 

改善事項 改善策 対応状況 
計画の 

進捗状況 
推進責任者 

1 

（5-3-2） 

教育学研究科専門職学位課程、創

成科学研究科修士課程（山口大学・

カセサート大学国際連携農学生命科

学専攻）及び創成科学研究科博士後

期課程（自然科学系専攻及び物質工

学系専攻）においては、入学定員に

対する実入学者の割合の平均が 0.7

倍未満であり、入学定員を大幅に下

回る状況である。また、共同獣医学

研究科においては、入学定員に対す

る実入学者の割合の平均が 1.3 倍以

上であり、入学定員を大幅に上回る

状況であり、改善の必要がある。 

大学院入試委員会におい

て、各研究科の入学定員管理

の状況等について確認を行う

とともに、実入学者数が入学

定員を大幅に超える（1.3 倍以

上）、又は大幅に下回る（0.7

倍未満）の場合は、その適正

化を図る取り組みを行うこ

と。 

５月開催（４月入学の点検）、10月開催（４月入学に

10月入学を含めた点検）の大学院入試委員会におい

て、内部質保証に関する内規に基づく入学定員充足状

況確認表により点検を行うとともに、大学院研究科の

学系及び専攻単位による入試年度の総括では、入試広

報や選抜方法等の改善策について報告があり当委員会

において確認されている。 

しかし、指摘があった課程及び専攻については、5か

年平均値の改善は見られない状況であることから、博

士課程では令和８年度入学者より入学定員の見直しが

行われた。  

また、教育学研究科専門職学位課程、創成科学研究

科修士課程（山口大学・カセサート大学国際連携農学

生命科学専攻）については、入学志願者確保のための

入試広報活動を引き続き取り組んでいる。 

□ 検討中 

■ 対応中   

□ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(教育学生担当) 
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●教育設備（ICT） 
No 

()は大学機関別
認証評価の分析

項目番号 

改善事項 改善策 対応状況 
計画の 

進捗状況 
推進責任者 

1 

（1） 

通信環境の改善を実施する必要が

ある。 

吉田キャンパスを対象に無

線機器の交換を行い、引き続

き通信環境の改善を行うこ

と。 

令和５年度に続き、令和６年度もミッション実現加

速化経費（基盤的設備等整備分）の予算内で吉田キャ

ンパスの教育研究施設を対象に無線機器の更新作業を

行った。 

□ 検討中 

□ 対応中   

■ 対応済 

□ その他 

 （   ） 

副学長 

(情報化推進担当) 

2 

（2） 

学内ネットワーク装置等の整備に

ついて、部局の整備状況は「取組さ

れており、管理も行われている」は

14部局中の６部局であるため、残

り８部局の対応が必要である。 

部局が管理している学内ネ

ットワーク装置について、全

部局で整備されるよう整備計

画を策定し取り組んでいくこ

と。 

情報基盤センターに相談しながら適宜対応するな

ど、各学部の整備計画に基づき対応されている。 

また、Wi-Fi 接続が断続的に切断するエリアを確認し、

その対応策を検討している学部もある。 

□ 検討中 

■ 対応中   

□ 対応済 

□ その他 

 （   ）   

副学長 

(情報化推進担当) 

 


